
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝 川 駅 周 辺 地 区 再 生 整 備  基 本 構 想

令和６年３月 

滝川市

概 要 版



 
１　構想策定の目的・背景

●　滝川駅周辺地区を新たな「滝川の顔」として

再生するべく、令和５年度より駅周辺整備事

業に着手。 

●　旧スマイルビルを再生の拠点として整備する

ため、令和５年12月に全ての所有権を取得。 

●　本構想において、滝川駅周辺地区における魅

力ある都市拠点の形成を目指し、滝川駅周辺

地区の将来ビジョンを設定し、実現するため

の整備方針を策定。

●　「滝川市立地適正化計画」では、JR 滝川駅から市役所周辺までのエリアを都市拠点と位置付け、駅周辺

地区における滞在・交流を生む拠点形成   やウォーカブル   で魅力を高める取組展開、 また重点的な

居住誘導の推進を誘導方針として整理。

２　滝川駅周辺地区の現状と課題

●　滝川神社例大祭などのイベント開催時には多くの人が訪れ、公共交通機関利用者の往来はみられる一方、

滞在までには至らず、日常的な賑わいの創出に繋がっていない現状。 

●　空き地、空き店舗等の低未利用地や管理者不存在の大型低未利用物件が発生し、景観や魅力の低下を招い

ている状況にあり、居住人口が減少傾向。

●　「滝川市総合計画」では、ＪＲ滝川駅周辺エ

リアにおいて、建物の老朽化や空き店舗の増

加が進み、地域の衰退を招いていることから

も、今後、良好な街並み景観や魅力ある都市

機能の形成、にぎわいの創出が必要であると

位置付け。

① 上位・関連計画における位置付け

② 滝川駅周辺地区を取り巻く現状

（ *1） （ *2）

* 1 広 場 等 の 滞 在 ・ 交 流 の 創 出 /様 々 な 都 市 機 能 が 複 合 す る 拠 点 /

都 市 間 バ ス 等 の 利 便 性 向 上 
* 2 居 心 地 が 良 く 歩 き た く な る “ 人 ” 中 心 の 空 間 
* 3 老 朽 化 建 物 の 解 体 支 援 /誘 導 施 設 の 新 設 /空 き ビ ル・空 き 家・低

未 利 用 地 等 の 利 用 促 進

１

①　多くの人々が訪れ、多様な交流を生むため、来訪目的となる場の創出が必要 

交通結節機能を有しているポテンシャルを活かし、交流や賑わいの創出に向けた来訪目的となる場の

創出が必要。 

②　日常的な賑わいを形成するため、来訪者の滞留性を高める取組が必要 

人と人との交流が生まれる“第３の居場所”を形成し、交流・滞留性を高める取組が必要。 

③　地区の景観や魅力を向上するため、空き地や空き物件等の流通促進、空き店舗等の利用促
進を図る取組が必要 

不動産流通の促進や更新を図りつつ、都市拠点として居住機能や都市機能の誘導を図ることが必要。 

④　居住誘導を推進するため、快適な居住環境の形成に向けた取組が必要 

市民が日常的に訪れ過ごす場、居場所となる都市拠点を目指すにあたっては、地区内に暮らす居住人口

の増加に向けて、快適な居住環境の形成に向けた取組が必要。

滝 川 駅 周 辺 地 区 の 課 題

栄 町地 区 のう ち 、 都市 機能 誘 導 区
域 に該 当 する エ リ アを 「滝 川 駅 周

辺地区」と位置付け。

（ *3）



３　将来ビジョンと取組の展開方針

行きたい・住みたいエリアに転換し　豊かな生活シーンを創出する

次世代を担う子ども・若者の笑顔があふれる魅力的な"まちなか"

① 将来ビジョン

方針３：魅力あふれる歩きたくなるエリア転換の推進

方針１：交通結節機能を活かした交流滞在拠点の創出

方針４：官民協働によるまちづくり

方針２：居心地が良く滞在したくなる空間の形成

② 取組方針と取組の展開方針

取組方針

方針２  

居 心 地 が 良 く 滞 在 し

たくなる空間の形成

方針１  

交 通 結 節 機 能 を 活 か

し た 交 流 滞 在 拠 点 の

創出

方針４  

官 民 協 働 に よ る ま ち

づくり

方針３  

魅 力 あ ふ れ る 歩 き た

く な る エ リ ア 転 換 の

推進
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“第 3の 居 場 所”となる 
交流滞在拠点の整備 

●　旧スマイルビル周辺を再生拠点と位置付け、滝川駅
周辺地区の再生と賑わい創出のトリガーとなるよう
日常的な居場所として賑わう交流滞在拠点を整備。  

●　「官民協働」で「小さくはじめる」、「スピード感」
を重視した「実験的な取組」も一つの視点として取り
入れ、若い世代や学生を中心とした取組を推進。

　 再生拠点整備のテーマ(コンセプト) 

 1)　日常的な居場所となる賑わい・交流の創出  
 2)　滞在したくなる空間形成  
 3)　交通結節機能の強化  
 4)　滝川の魅力発信

将来 
ビジョン

取組の展開方針

低未利用物件への機能誘導 

●　ベルロードを軸としたエリアを整備地区と位置付け、
“人”中心の空間が形成され、歩きたくなる まちづく
り(ウォーカブルなまちづくり)を推進。  

●　低未利用物件の機能更新、不動産の流通促進を図るた
め、国や道における補助制度の活用等を検討し、都市
機能の誘導を推進。

●　空き店舗の利用促進や低未利用物件の機能更新を促進し、学生や若者の起業、チャレンジを後押しす

る場の形成やエリアの魅力、生活の質を高めるような機能を誘導。 
●　暮らしの利便性を高め、快適な居住環境の形成を推進。

●　交通結節機能を有するポテンシャルを活かし、市民が日常的に訪れ、滞在する交流滞在拠点を創出。 
●　あらゆる世代間の交流を推進するとともに、市内外の多様な人とのコミュニティ形成を促進。

●　市民や関係団体、企業、行政が連携し、協働することで取組を推進。 
●　行政によるハード整備においては、民間活力の導入を検討するとともに、その施設の活用や運営面等

においても連携し、官民協働によるまちづくりを推進。 
●　管理者不存在物件の更新等を図るため、地権者や関係者等との協議、連携を促進。

●　公共交通機関を利用する行き交う人達も滞在したくなる、居心地の良い空間を形成。 
●　学生による放課後利用や若者の交流、多様な世代の談笑、ミーティング、コワーキングなど、多様な

人々で賑わう「第 3 の居場所」を形成。

２



 

３

４　整備方針

① 整備地区・再生拠点の設定

将来ビジョンの実現に向けた取組方針を推進するため、具体的な整備対象地区となる「整備地区」を設定す

るとともに、滝川駅周辺地区の再生と賑わい創出に向けたトリガーとなる「再生拠点」を設定し、それぞれ導

入機能と整備手法を整理。

② 導入機能の候補と整備手法

＜整備地区＞ 
滝川駅周辺地区の骨格となる空間の軸（再生軸）を地区の背骨となるベルロードに位置付け、再生軸を中

心とした整備を進めるため、ベルロードに面した街区を整備地区とする。

＜再生拠点＞ 
玄関口でもある"駅前"のイメージを大きく転換することが重要であることから、旧スマイルビル周辺を再

生拠点とする。

＜導入機能の候補＞ 

① 交流機能　　 緑地、広場 
② 文化機能 ホール 
③ 教育文化機能 図書館、科学館 
④ 娯楽機能 屋内遊戯施設 
⑤ 行政機能 官公庁施設 
⑥ 商業機能 スーパーマーケット 
⑦ 健康機能 運動施設（ﾌｨｯﾄﾈｽ等）、 
 温浴施設 
⑧ 医療機能 病院・診療所（産科） 
⑨ 子育て支援機能 こども発達支援セン 

 ター、保健センター、 
 幼稚園、保育園、認定 

 こども園

＜整備手法＞  

① 低未利用物件の機能更新に向けた補助支援

の検討  

不 動 産 の 流 通 を 促 進 す る と と も に 民 間 事 業

者による開発を誘引するため、国や道におけ

る補助制度の活用等を検討。  
 

② 官民連携による管理者不存在物件の整備  

旧トピアビル及び旧小林ビルについて、再生

軸 で あ る ベ ル ロ ー ド の 両 端 に 位 置 す る 物 件

であり、管理者が不存在な物件の放置が周辺

の 地 価 下 落 な ど 外 部 不 経 済 を 招 く お そ れ も

あることから、官民連携のもと整備を実施。

整　

備　

地　

区

再　

生　

拠　

点

＜導入機能の候補＞ 

- 再生拠点整備テーマ -

① 日常的な居場所となる 
賑わい・交流の創出

② 滞在したくなる空間  
形成

③ 交通結節機能の強化  

④ 滝川の魅力発信

交流機能          緑地、広場、ドッグラン、アスレチック、 
多目的ホール、会議室、活動スペース、 
スタジオ 

文化機能          ホール 
教育文化機能      図書館、科学館、展示場、ギャラリー 
健康機能          運動施設(スポーツジム等) 
娯楽機能　　　　　屋内遊戯施設、インターネットカフェ

賑わい交流機能

商業機能（飲食）  飲食店(カフェ、レストラン) 
商業機能（小売）  スーパーマーケット、コンビニエンスス 

トア

滞在サービス機能

交通結節強化機能  交通関連サービス、駐車場、駐輪場 
駅前機能          観光案内所、地元物産展示販売所、観光 

客休憩スペース、情報板、ビジネスホ 
テル

駅前サービス機能



 

４

＜整備手法＞  

① (仮称)駅前交流施設の整備  

旧スマイルビル立地場所に"第３の居場所"となる

（仮称）駅前交流施設を整備し、交流機能やホー

ル機能等を有する施設整備を実施。  

 

② (仮称)駅前市民駐車場の整備  

（仮称）駅前交流施設の整備を踏まえ、今後滝川

駅周辺地区に多くの人を呼び込むため、大型市民

駐車場を整備し、滝川駅周辺地区のアクセス性を

高め、交通結節機能を強化。駐車場整備の候補地

については、旧バスターミナル立地場所とし、今

後当該物件の取得を目指す。  

 

③ 官民連携による旧トピアビルの整備  

（仮称）駅前交流施設の整備と連動しながら、“駅

前”のイメージの転換に向け、官民連携のもと旧

トピアビルの整備を実施。

① 低未利用物件の機能更新に向けた補助支援の検討  

② 官民連携による管理者不存在物件の整備（ 旧 ト ピ ア ビ ル ・ 旧 小 林 ビ ル ） 
※ 旧 ト ピ ア ビ ル は 再 生 拠 点 整 備 と 連 携

① (仮称)駅前交流施設の整備  

② (仮称)駅前市民駐車場の整備 

③ 官民連携による旧トピアビルの整備

<整備全体図>

 

 

JR 滝川駅 や駅前広 場、旧 バスタ ーミナ

ル、旧トピアビル、ベルロード方面への

回遊性を考慮した動線を計画



 

５

● 　導入機 能につい ては 、再生 拠点整備 のテー

マを 踏ま え、 交流 機 能を 中心 とし た機 能と

しつ つも 、施 設整 備 とソ フト 事業 の組 み合

わせ によ って 導入 機 能の 候補 全て の導 入を

目指す。

③ 再生拠点における施設整備の想定

<再生拠点 整備イメージ>

民間事業者の意向、市民意向を踏まえて、 
具体的な施設・規模を詳細に検討

●　（仮称）駅前交流施設の整備については、

施設面積を約 2,200 ㎡から約 4,200 ㎡の

範囲と仮定した上で、屋外広場に十分な広

さを確保して施設を配置。（１～２階建て

の施設を想定。）  

●　ホール後背部は、舞台道具等の搬入搬出用

スペースや優先駐車場等を想定。駐車台数

については、優先駐車場等も含めておおむ

ね 30 台程度。  

● 　 旧 バ ス タ ー ミ ナ ル が 立 地 す る 場 所 全 体 を

（仮称）駅前市民駐車場として想定。駐車

台数は、おおむね 100 台程度。  

●　旧トピアビルが立地する場所については、

（仮称）駅前交流施設に隣接する広場との

機能連携を図る交流機能や商業機能の導入

を想定。

<導入機能の構成と機能配置> <機能構成イメージ>

●　機能構成については、上記を踏まえると、右

図に示す事例が想定。

JR滝川駅
《交通結節強化機能》

・駐車場、駐輪場

駅前広場

旧バスターミナル

駅
前

サ
ー
ビ
ス

《交流機能》
・交流ロビー、会議室、スタジオ 等

旧スマイルビル

賑
わ
い
交
流

《文化機能》
・ホール

《教育文化機能》
・ギャラリー 等

《商業機能》
・カフェ、コンビニ 等

《駅前機能》
・観光案内 等

《交流
機能》
屋外
広場

《健康機能》
・スポーツジム 等

《娯楽機能》
屋内遊戯施設、キッズスペース 等

旧トピアビル

《商業機能》
・小売店 等

滞
在

サ
ー
ビ
ス

駅
前

サ
ー
ビ
ス

（仮称）駅前交流施設

（仮称）駅前市民駐車場

滞
在

サ
ー
ビ
ス
※具体的な機能は、まちづくり

会社等と連携・協議

《交流機能》
・ポケットパーク 等

賑
わ
い

交
流

tette

ＩＹＯ夢みらい館

（三重県津市）

bi.yell

オガール広場

（愛媛県伊予市）

津市久居アルスプラザ

（福島県須賀川市）

（岩手県紫波町）

（ 北 海 道 美 瑛 町 ）

＜交流機能＞

＜商業機能＞

＜文化機能＞

＜娯楽機能＞

＜健康機能＞

＜交流機能＞

＜教育文化機能＞

＜駅前サービス機能＞

＜交通＞

＜商業機能＞

■賑わい交流機能

■滞在サービス機能

■駅前サービス機能

■駅前サービス機能

■滞在サービス機能

■賑わい交流機能

旧
ス
マ
イ
ル
ビ
ル

旧
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル

旧
ト
ピ
ア
ビ
ル

ケース１ ケース２ ケース３

・ホール
(400席/固定席) 約940㎡

・ホール
(400席/可動席) 約960㎡

・ホール
(500席/固定席) 約1,040㎡

・屋外広場 約2,000㎡
・交流ロビー 約200㎡
・会議室、スタジオ等
(規模：中） 約300㎡

・屋外広場 約2,000㎡
・交流ロビー 約200㎡
・会議室、スタジオ等
(規模：小） 約200㎡

・屋外広場 約2,000㎡
・交流ロビー 約250㎡
・会議室、スタジオ等
(規模：大） 約400㎡

・ギャラリー（企画展示等）
約200㎡

・屋内遊戯施設 約600㎡

・スポーツジム 約200㎡

・カフェ、コンビニ 約100㎡

・観光案内所 約60㎡

・駐車場

・小売店 等

・ギャラリー（企画展示等）
約200㎡

（ホール、交流ロビーの利用等）

・キッズスペース 約400㎡ （ホール・スタジオの利用等）

（スタジオの利用等） （ホール・スタジオの利用等）

・ｶﾌｪｽﾍﾟｰｽ、売店 約20㎡ ・自動販売機等 約10㎡

・観光案内所 約60㎡ ・観光紹介コーナー 約30㎡

・駐車場 ・駐車場

・小売店 等 ・小売店 等

（仮称）駅前交流施設として
施設面積 約4,200㎡ を想定
※管理事務室、機械室、共用部等

：約1,350㎡
駐車台数：約30台を想定

（仮称）駅前交流施設として
施設面積 約3,200㎡ を想定
※管理事務室、機械室、共用部等

：約1,080㎡
駐車台数：約30台を想定

（仮称）駅前交流施設として
施設面積 約2,200㎡ を想定
※管理事務室、機械室、共用部等

：約800㎡
駐車台数：約30台を想定

（仮称）駅前市民駐車場として 約100台 を想定

・ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ等

概算工事費※

約55億円
概算工事費※

約46億円
概算工事費※

約37億円

参 考

・ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ等 ・ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ等

※概算工事費の設定
・旧スマイルビル解体費用約
16億円（66千円/㎡）と
設定（アスベスト撤去費用
は含まない）

・(仮称)駅前交流施設の建
設工事費は、類似施設の工
事費と建設費デフレーターか
ら910千円/㎡と設定

・外構整備費0.3億円（駐
車場14千円/㎡、広場5千
円/㎡）と設定

※旧スマイルビル南側広場
（公開空地）
：約600㎡

※旧文化センター
大ホール：約1,160㎡

(内訳)
・客席(1F 717席分)

：約520㎡
・ステージ ：約340㎡
・楽屋、袖、廊下等

：約300㎡
2F会議室：約200㎡
3F小ホール：約380㎡

※観光国際スクエア
交流ロビー：約120㎡

※まちづくりセンターみんくる
1F 交流スペース
：約160㎡

1F 会議室A
：約90㎡

1F 多目的室
：約90㎡

※ｷｯｽﾞｽｸｴｱ「ちっくる」
（秩父別町）
:約600㎡

※庁舎駐車場
:約3,030㎡
（109台）

※市役所売店
：約15㎡

※旧文化センター
：約4,480㎡
美術自然史館
：約2,890㎡



 

●　低未利用物件の機能更新に向けた補助支援については、地権者や関係者等からの提案の都度協議を実施。 

●　管理者不存在物件（旧トピアビル及び旧小林ビル）の整備については、地権者や関係者等との協議を進め

つつ、官民連携による具体的な整備検討、協議を実施。

６

④ （仮称）駅前交流施設の整備検討について（「新築」「大規模改修」「一部解体・増築」の比較検討）

●　事業手法については、市が施設を設計から

運営まで担う「公設公営方式」や指定管理

者 制 度 等 を 活 用 し て 民 間 事 業 者 が 運 営 す

る「公設民営方式」といった手法のほか、

設計から施工、管理運営まで一括して発注

する「公設民営方式（DBO）」や「民設民

営方式（PFI）」といった民間事業者のノウ

ハウ等を生かした事業手法（PPP/PFI）が

想定。  

●　具体的な事業手法の選定については、今後

基本計画を策定する段階において、民間活

力 導 入 可 能 性 調 査 に て 財 政 負 担 軽 減 効 果

（ＶＦＭ）等を検証する中で検討。

⑤ 事業手法について

５　基本構想の実現に向けて

旧スマイルビルの大規模改修 旧 ス マ イ ル ビ ル を 解 体 し て

新築

●　（仮称）駅前交流施設の整備については、滝川駅周辺地区における将来ビジョンの達成に向け、“駅前”

のイメージを大きく転換し、賑わい創出のトリガーとなるよう実施するものであることから、目的やコ

ンセプトにふさわしく、また、将来に負担を先送りすることなく、身の丈にあった整備が必要。  
●　こうした状況を踏まえ、（仮称）駅前交流施設については、施設整備による効果を高めるためにも、「新

築」によって整備を実施。

資金調達 設計 施工 管理運営 施設所有

公設公営
・市が施設整備
・市が直営

市 市 市 市 市

公設民営
・市が施設整備
・民間が運営

市 市 市 民間 市

公設民営（DBO）
・市が資金調達し、 民
間が施設を整備

・民間が運営

市 民間 民間 民間 市

民設民営（PFI）
・民間が資金調達し、
民間が施設を整備

・民間が運営

民間 民間 民間 民間 BTO※：建設中は
民間、建設後に市
へ移転
BOT※：事業期間
中は民間、事業終
了後に市へ移転
BOO※：民間所有

直営
設計

分離発注
施工

分離発注

設計・施工一括
設計施工一括発注(DB)

指定管理者制度公設公営と同じ
(設計施工分離or設計施工一括)

設計・施工・管理運営一括

設計・施工・管理運営一括

or

設計・施工・管理運営を一括発注

設計・施工・管理運営を一括発注

① 整備地区 事業スケジュール

● 　 再 生 拠 点 整 備 に お け る 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い

ては、従来方式で事業実施をするとしたとき、令

和6年度から基本計画の策定に着手し、令和11年

度には供用開始を想定。 

●　ただし、採用する事業手法によっては、事業スケ

ジュールの変更も想定されるが、早期実現に向け

事業検討を実施。

② 再生拠点 事業スケジュール
(2025)

R6年度 R7年度

DBO方式
の場合

（仮称）駅前市民駐車場

旧トピアビル

R11年度 R12年度
(2029) (2030)

R8年度
(2026) (2027)

（仮称）駅前交
流施設

PFI方式の
場合

従来方式
の場合

(2028)
R9年度 R10年度

(2024)

供用開始

実施
設計

基本
設計

基本
計画

解体
設計 解体

建築工事

※関係者との協議による

外構
工事

基本
計画

基本設計
実施設計

公募準備
事業者選定 供用

開始建築工事 外構
工事

解体
設計 解体

基本
計画

基本設計
実施設計

公募準備
事業者選定 供用

開始建築工事 外構
工事

解体
設計 解体

旧 ス マ イ ル ビ ル の 一 部 を 解 体

し、ホール部分を増築
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